
        09 連続講座〈沖縄・歴史と現在〉    
 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

「
反
国
家
宣
言
」
は
、
沖
縄
青
年
同
盟
の｢

沖
縄

語
裁
判
闘
争｣

か
ら
は
じ
ま
り
、
非
日
本
列
島
地

図
を
描
く
よ
う
に
、
大
阪
の
沖
縄
人
集
落
、
一
九

七
二
復
帰
を
は
さ
む
そ
の
前
後
の
沖
縄
に
移
動
、

さ
ら
に
八
重
山
の
台
湾
人
移
住
者
を
訪
ね
、
そ
れ

か
ら
一
挙
に
北
へ
タ
ー
ン
し
北
海
道
の
ア
イ
ヌ

へ
と
至
る
旅
の
記
録
。
七
二-

九
五
年
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
犀
製
作
、
モ
ノ
ク
ロ
１６
㍉
６５
分
。
貴
重

な
フ
ィ
ル
ム
を
製
作
者
の
ご
厚
意
を
え
て
横
浜

上
映
が
実
現
！
映
画
に
登
場
す
る
仲
里
さ
ん
に

は
、
歴
史
の
証
言
と
〈
復
帰
＝
再
併
合
〉
を
問
う

視
点
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「占領が生み出した時空間に未だ囚われの身となっている沖縄において、今もっ

とも必要なことは、｢復帰｣の意味を問い直すことなのだ」（『イモとハダシ～占領と

現在』社会評論社 2009 所収「琉球大学とアメリカニズム」から）。専攻は社会学･

メディア論･文化研究。共著に『沖縄に立ちすくむ』(せりか書房 2004)『メディ

ア文化の権力作用』（せりか書房 2002）など。 

主催:沖縄の自立解放闘争に連帯し反安保を闘う連続講座 

 http://www7b.biglobe.ne.jp/~okinawa-koza/ 

 

ことし 2009 年は、1609 年の薩摩･島津氏による琉球侵略から 400 年、1879 年の日

本国家による琉球処分から 130 年の節目の年にあたります。沖縄では本年 1 月 30 日に

この「400 年」「130 年」を「問う会」が結成されました。日米軍事再編と対峙し続ける

〈沖縄からの問い〉に、どう日本（ヤマト）から呼応していくのか、〈沖縄･歴史と現在〉

を学ぶことを通じて、考えたい。日本の〈アジアにおける侵略と戦争の近現代史〉を総括

する視点を手放すことなく。そんな思いから、09 連続講座を企画しました。参加を！ 

第1回 7月11日(土) 

第２回 今秋（日程未定） 


